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本容は、平安中11ftから明治

初頭にかけて庶民の家庭や

寺子屋で使われた「往来物J
といわれる書物のひとつで

女子周の教科書である。

本を読むということには、2つの場合がありま90ひとつは、
レポートや卒論のため、期末試験や就職試験のためとしりた、

「何かのため」に読むζとです。そして、もうひとつが、読む

こと自体の楽しさのために読むことです。わたしたちが強調

したいのは後者なのです。

おもしろいとと、楽しいことはいろいろあるでしょう。でも、

本を読む楽しさは別格芯のです。本には、想像力をはたう

かす余地があるからです。本を読むごとで、無限の世界を旅

することができるのです。

どんなに情報収集の技術を習得していても、読むことの楽

しさを知ら芯いひとには、本当の勉強なんでできないはすで

す。教養とはそういうものだと思います。皆さんも、本の背を

芯がめながら書架のあいだをうろついて、是非おもしろそう

芯本をみつけてください。

『大学生入門J(高橋三郎・新田光子著、世界思想社、
2001年発行)も手にとってもらえるとうれしいですね。

社会学部教i豊新田光子
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rMAGAZINE PLUSJ講習会を受けて暢士関lil園生田野岡iJ

図書館に「大学生入門jという本が

あります。理工学部社会学部の共通

科目である「大学生入門Jという授業のテキストとして授業担
当者であるわたしと、非常勤講師の先生とで出版したものです。

「大学生入門Jという授業を考えたのは、入学直後に戸惑
いや失望を感じる新入生が多くなったような気がしたかうで

す。受験情報によって作うれたイメージ‘と実際の大学生活と

のあいだに落差が大きくなったためでしょうか。わたしたち

は、大学のしくみや教員の考え方を知ってもううことで、すこ

しでも誤解や思いこみを少なくできたらと思ったのです。似

たような授業はあまりないと思いますが、このテキストも類

書がないと自負しています。

『大学生入門jにたいする反響はさまざまでした。好意的

に読んでくださった方からはいくつかのアドJ¥イスをいただ

きましたが、そのなかで多かったのが、図書館での本の探し

方やインターネットでの情報収集については、もっと詳しく

説明をしたほうがいいというものでした。

わたしたちは、新入生を念頭においていることや、図書館ツ

アーや情報処理実習とし1った授業と重なることを避けるつもり

もあって、あえてページを割かなかったのです。でも、考えて

みますと、もうひとつ、本を読むということにたいするわたした

ちの思い入れが働いているかもしれません。学生の皆さんには、

ます本を読む楽しさを寛えてほしいと思っているからです。

大学生入門
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図書館かう世界の学術情報センターヘ
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いま、 図書館が

おもしろい。

図書館が、インターネットを取り込んで大き

く変わろうとしているかうだ。インターネ

ットは、グローバルな規模で経済、産業、企業、

労働、社会生活のありかたを大きく変えて

いる。携帯電話の普及が現代の若者の生活

スタイルを大きくかえたように。図書館も

例外ではない。インターネットという技術

が図書館のありかたを大きく変えつつある。

..，..こでは、インターネットを使 きく変わるからだ。私の研究方法や

」 った図書館の利用の仕方を紹 勉強方法も大きく変わった。個人的

介するのが目的ではない。それは、 な利用体験をつうじてその衝撃の大

とても大切芯知識であるが、すでに きさをお伝えしたい。といっても紙

「来・13，5りJの20号、21号に紹介 幅の都合でその一端しかご紹介で

されているので是非読んでいただき きないが。

たい。読むのが面倒なひとは、 度、 私は、研究対象(アメリ力 IT多国

インターネットで龍省大学図書館の 籍企業の経営戦略)の関連で、日本

ホーム・ページを訪れてほしい。ます、 政府やアメリ力政府の告機関、商務

一度、使って欲しい。 省、労働省、ホワイ卜J¥ウス、証券取

ここでは、私のインターネットを使 引委員会(SEC)はじめ、国際機関

った図書館利用の個人的な体験を皆 の国際連合(UN)、経済協力開発機

さんにお伝えすることが目的だ。こ 構(OECD)、国際通貨基金(1M F)、

れまで図書館を利用してきた者にと 世界銀行(WB)のホーム・ページを

って、図書館が大きく変わることは、 よく訪れる。これらの機関が発表す

利用者の勉強方法や研究方法も大 る報告書や刊行物を見るためである。

経営学部教綬。
夏目啓二

Keiji Na!sume 

これらの資料は、ほとんど無料で見

ることができ、しかも、新聞などに

発表されたら、すぐにでも見ること

ができる。

これまで、各国の政府や国際機関

の報告書や刊行物は、ます探したり、

検索することに膨大な時間を費やさ

なければなう左よかった。しかも、資

料が見つかってもそれを所蔵してい

る研究機関や大学まで足をはこぱ芯

ければならなかった。なかには、こ

の資料は、どこの研究機関にしか所

蔵されていなし1、という'情報を持つ

ていること自体がその人の重要なノ

ウハウでさえあった。しかも、入手

するためには、現物を買うか、コピ



日間(135;yLibraryNews 

女GPO
(Goverment Printing Office)ホームページ
く米国〉

GPOは連邦政府の立法部門の一部で、ア
メリカの連邦議会や連邦政府機関が発表

する政府刊行物を提供する機関である。

GPOのホームページでは資料の検索や刊
行物の注文ができる。一部の資料につい

ては無料で閲覧することも可能。

URL http://www.access.gpo.gov 
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女GPOAccess *総務省ホームページ

米国政府刊行物検索のデータベースであ 告審議会の殺事要旨や白密会容が閲覧

る。例えばFederalRegisterで|立政策 できるほか、官報縄載の法令を検索でき

文密・議会資料等の検索、闘賞ができる。 る法令データ提供システム等もあり政府

行政機関の情報を総合的に検索する事も

可能。

URL htlp:llwww.soumu.go.jp/ 

ーするか、いすれにしろお金もかか 国際機関の大き芯図書館のなかに つき合わせてはじめて信頼できる資

った。まさに、これらの資料の検索 いつもいるようなものである。必 料となるのである。このリアルなも

と収集に膨大な時間とお金がかかっ 要主主ときにいつでも資料を見るこ のは、紙であるか、 CDであるか、そ

たのである。 とができる。しかも、検索もしやす の媒体の態様は問わない。重要なこ

なにより、これらの資料の入手には、 く、時間もお金もかからない。ひと とは、バーチャルなものは、必ずリア

早くて 1 ヶ月、平均 2 ~ 3ヶ月の時間 にたよることなく自分ひとりででき ルなものに還元する作業である。IT

が必要で、情報の鮮度がどうしても る。「グ口一JI.Jレブレイン」とか「電 時代の図書館の大切芯機能だと思う。

落ちる。これらの条件を前提にした 脳Jというのは、こういう状況をい このほか、図書館がもっデータベ

勉強や研究には、どうしても時間的芯 うのであろう。 ースも重要である。しかし、紙幅が

遅れが生じてくるのである。それは、 それなら、これ5の資料の入手は、 っきたのでペンを置こう。いずれに

避けられないことだった。ところが、 図書館にたよらなくても自宅ででき せよ、インターネットは、知的な関

現在では、日本政府やアメυ力政府、 そうに思えるが、そうではない。こ 心や好奇心を持つ者にとってとても

国際諸機関のみなうす、世界の各国 れらの資料は、あくまでも仮想的(Ji.. 強力な武器である。だか5こそ、そ
政府の報告書や刊行物にいつでも、 ーチャル)な世界であって、現物的(リ の使い方を誤らないように正しく活

無料でアクセスできるのである。 アル)な世界のセゅではない。やはり、 用できるための機能が、図書館の新

これは、まるで世界の告国政府、 パ チャルなものをリアルなものに しい機能に思えてならない。
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資料の探し方

に書かれ、あるいは印刷された書物として存在するが、我々

はそれを読むという積極的行為によって受け取るのであっ

て、;取石全集を買ってきて積んで置くことで文学作品を享

受したととにはならない。その意味で激石全集もまた資料

なのである。本文そのものもまた資料と呼13，所以である。
「資料の探し方」と題したが、如上の考え方によれば、

日本文学研究における資料の第一義的なものは、本文そ

のものを探すことであり、古典文学の領域であ才11JT国書

総目録J(岩波書庖)やI日本古典文学大辞典J(岩波書庖)
などからはじめるとよい。近現代文学の領域であれば、 『日

本近代文学大事典J(講談社)・「日本現代文学大事典j(明
治書院)や『日本近代文学大系J(角川書居)• r日本現代文
学全集J(講談社)や各個人全集の類が手がかりになる。

要はそれうの索引や記

載記事等からさうに必

要な情報を得て、いわ

ば手づる式に次の情報

へたどる積極的な態度

である。

いわゆる資料すなわ

ち関連・周辺資料や評

「資料J(史料ではない)といっても、
学問分野によって随分異なるので、

ここでは私の専門領域である

日本語日本文学を視野にいれて、

述べてみようと思う。

一般に資料というと、

何かを明らかにしたり、

何かを突き止めたりするためのものという、

漠然としたイメージがあるのではないかと思う。

例 えば印刷の出自を知りたいと考えた場合1.くとい
『東海一休和尚年譜J(一休和尚の弟子墨斎の著と

いう)を見ると、

文学部教授。
美山錆

Yasushi Miyama 
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とあって、
こまつ

乙れによれば、後小松天皇と南朝方の藤原氏の娘との聞

に生まれた子ということになる。す芯わちf東海一休和尚

年譜jは、「一休さん」の出自を知るための資料ということ
るし、じゅこしゅう

になる。また、龍谷大学が架蔵する国宝f類緊古集jは、『万

葉集Jの歌の分類を試みたものとして重要であるが、同時に
f万葉集』の本文を復原するうえでも貴重な資料である。す

なわち、日本文学研究の場合は、作品本文そのものもまた

資料と呼ぶのである。古典文学にかぎ5す、文学作晶は紙



論・論文の類であれば、 学燈社の「必携」シリーズ(別冊国

文学)砿どがあって、至れり尽くせりである。そうでなく

とも窮すれば通すなのである。ここまでくれば離陸の段

階であろうから、

①f自分でできる情報検索J(藤田節子・ちくま新宮) 1997 

②『図書館であそぼうj(辻由美講談社現代新吉) 1999 

③『文科系のための情報検索入門J(安永尚志平凡社)1996 

④『電脳国文学j(漢字情報処理研究会・好文社) 2000 

などをひもといてみるのもよい。前二書(①②)は図書館

の利用、後二書(③④)はオンライン検索入門について、

具体的に解説してある。新しい視野が開けてくるかもしれ

ない。ただ注意すべきは、少なくとも日本語日本文学の

領域においては、データベースが乏しく、オンラインで獲

得できる情報は、ほんの 部であると思っていたほうがよ

い。確かに質の高いものもないのではないが、それを上回

って不必要な情報が少芯く定よいので、それによって研究す

るということは不可能であると言える。

とまれ、「資料の探し方jは、あくまで必要な、換言す

れば問題解決のという目的あっての「資料の探し方」であ

るから、いか芯る問題意識のもとで情報を求めようとす

るのかが、最重要課題となる。

cmi(!?iii;yLibrary News 

日本近代文学大郡輿 日本近代文学館

講談社 1977-78 6冊
第 1-3巷『人名，JIζl耳、文学、演劇、映画、

音楽、芙術、出版砿どの関係者を収載官る.

m4巷「一般事I則は、文芸思潮 5ffa図体
用語からT'J.る."日5巻f新聞総誌jは、約
1.600点の紙誌について解説している。第
6をl主総索引で、滋密文学全集などのυ
ストもさむ.

(r情報源としてのレ77'レンスブックス長湾施男苔日本図書館協会1999による)

日本現代文学金集

(掛訟社}

『日本近代文学大系j

(角川智庖)

国書総日銀補訂版

森末毅髭等岩波密腐

1989・919冊
陸応3(1867)年までに日本人によって白かれ、
あるしは編集されあ吾川喜ll!iRさnた図書で、
図笛偲や文庫広どに所蔵されているもの約50
万点在書名の50音順に配列した-Hlの総合目
主主である。明治以前の図書の所在を砿かめるのに有用である.岳記入1<1;書
名のもとの読み‘巻冊、角曾.8'J称、内容の分野.苔密名‘成立年.写刊のglJ‘
活字本の有無所収芭官名、jjlJ在箇所T'J.ど白、らT'J.る.第9巷I<l:f著者自IJ索引J.
jjlJに国文学研究史料館編『古興認総合自主主J(岩波書届 19903問)がある.
(r情報源としてのレファレンスブックス 畏薄雅男苫巴本図画館協会1999による)

『日本古興文学大辞典市首貞次等

岩波轡庖1983-856冊

明治以前の直文字、国語学、さらに関

連領域を包括する分野の事項.人名.作

品‘その他の灼13.000m自を五十音順
に配列し‘署名入りで解説ししぱしIi!
参考文献を添えている。 2再6巻は坦i索引
で、〈経音副Ii一覧〉もある。同密名の「間

約版J(1986)は約4.000li'l自在選んで
1聞にまとめたもの.
(['情報源としてのレファレンスブックスj

E調甥苔日本図曾館協会1999による)

f日本現代文学大事典
{明，台密院)

-・ 5 ・・



インターネット時代の情報検索

• • 

国際文化学部助教段。
斎藤文彦

Fumihiko Saito 

現代はパソコンの普及が著しく、情報検索と活用をめぐる環境

も大変な速度で日々変化しつつある。そのような中で、「図書

館を含む各種の情報源をいかに活用することが有効であろうかJ

に関して、日頃思うことをここに述べさせていただきたい。

第 1に仇ーネットは図書館の代わり明ら
ないが、しかしながら世界的に意見を発表したい

なら、現状ではインターネットに勝る手段は他にはない。

つまりインターネットを活用でき芯いようでは、世界的

に意志疎通ができたEいことと同義になる、という厳しい現

実が待ち受けている。今や海外では学会のホームページか

ら毎年の学術大会やさうにそとで発表される論文が読める

ことは診しくない。学術誌にしても、富籍という形態をと

ら芯いインターネット上のみで「発刊Jされている専門誌が
急増中である。一時はそのような専門誌の品質を疑う意見

もあったが、いまではそのよう芯批判は過去のものと芯り、

かえって費用が安く情報を速く提供できると評判である。

LSEの図怨官官のページには
Electronic Library(EL)が用意されている。
URL http://www.lse.ac.uk/librarylelelib.htm 

.， """. g 

さうに、例えば米英の大学では、図書館が購入する専

門誌は研究室のパソコンで全文購読可能なのが「常識J
になりつつある。うらやましい限りである。

例えば下記のホームページはロンドン大学のrLondon

School of Economics and Political Science(LSE)J 

であるが、教員と学生は図書館でパスワードなどを登

録しておけば、図書館へ足を運ばなくてもパソコンの端

末上でかなりの種類の情報が入手できる。コピー機の

前で紙に焼き付けるのは時代遅れになりつつある。こ

のような体制を取れ芯い大学は学術研究での国際競争

に取り残されてゆくため、本学でもより一層情報対策

への投資が急務である。

LSEのElectronicJournals (E J )をクリッ
クするとEJの主題リストとアルファペットリ
ストが表示され、 選択できる。

4 ・
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印5ii(関心

効であろう。

実際外国の大学ではそのよう

なサービスを学生に提供するの

が普通である。

ここにあげたのは私の母校アメ

リカのアマースト大学が学生のレ

ポートや論文作成の支援のために間共している「書き方教室J
のペ ジである。このサイトでは、論文のスタイルや書き

方のこつを説明している。先生がいう「レポート作成で使

つてはならない言葉」という見出しも見受けられ興昧深い。

とのように学生が|情報検索→保存→整理→活用|という流れ

全体を迷わす進めるような、効果性・効率性支援体制を大

学としてとることが強く望まれる。ちなみにこのアメリ力の

大学はリベラルア ツカレッジで全米屈指の名門校である。

優れた学生サービスは学生の質を高め、大学の評価を高め

てくれるというのはアメリ力に限ったことではないはすである。

我々自身もさら芯る努力が必要であろう。

http:llwww.amherst.edu/-writing/ 

州向C開悼

一 -0"".=-_"':.・ど- 、

子:-:::::t.:::'::""":=ー

一-一ー・-，~一一一一一一
-岡田・

第2に仇ーネットに振り目されてはならない。
インターネットは我々情報を検索する側が使う道具

であって、逆にインターネット中電者のように、何でも良い

かうホムペジを検索すればいいというものでは無い。

実はこのインターネット操作術が、なかなか難しい。近年

学生のレポート作成においても、ホームページを引用して

いるものも少なく砿い。問題はたまたま検索していて見つ

けた情報源が信頼性に富んだものであるかどうかを、どう

やって判断するかである。教員であればその判断は比較

的容易であるが、玉石混清のインターネットの世界を渡り

歩くすべを学生に期待するのは酷かもしれない。そのため、

外国の大学図書館では、そのような信頼できる情報サイト

を図書館のウ工ツブ、ページ、で紹介しているところが多い。

本学の図書館ページも近年とみに充実しつつあるのはあり

がたいことである。できることなSlet情報サイトの紹介に

加えて、入手した情報をどう加工するかに関して教員の側

と連携して活用例砿どを盛り込むことができれば、なお有

人権のことに関しては下記のよう砿画面がリ

ンクされている。
社会科学一般をク1)ックするとこのような画

面に芯る。
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IMAGAZINE PLUSJ 

けて

• 
日、図苫館で行われたiMAGAZINEPLUSJ 

というデータベースの講習会を受講した

iMAGAZINE PLUSJとは、雑誌・論文情報

データベースを使って目録検索を行うというも

ので、学内のネットサーフィンのできる全ての

端末かう利用できるa一口に目録検索と言わ

れても、それって便利なの?っと患ってしまう

私は、図書館をよく利用するが、 iMAGAZINE

PLUSJなんて名前すら知らなかった

ある日、図苫館の掲示板と研究室に来た

PLUSデータベース講習会Jを受けてみると、 iMAGAZINE PLUSJである。

こんな便利なものがあったのか1っと、ホント iMAGAZINE PLUSJを使えば、たくさん

に吃j乏した の雑誌や学会議、論文誌の目録をキーワード

私はよく本を借りる。本というのはまとまった などで検索できる。これにより、雑誌検索に賀

情報が2蓄積されていて非常に便利である。しかし、 やしていた非常に多くの時間と手間力、解消され、

辺新情報は、本だけでは手に入うない忌新宿 また今まで見つけることができなかった文献も

報を得るためには雑誌等を探さねばなうない。 見つけることができる。もしも、まだ、使った

私は、図E館で本を借りる筒、ます所蔵検索 ことが無い人がいたう使ってみてはいかがだ
端末を使って探す このとき、自分が欲しいと ろうか。図m館のホームページにリンクがある
する本をキーワード、著者名、本のタイトル、 ので、学内でネットサーフィンのできる端末で

ISBNといった、色々な方法で特定していく。 あれば、すぐにでも使うことができる{使用方

では、雑誌の場合はどうだろう。今までは、 j去がわかうなければ、図苫館の職ロの方に聞け

自分の欲しい情報がおっている雑認を探すに Id:"，丁寧に教えてくれる。

は、インターネットで検索した膨大なデータの 文献検索に多大な時間がかかり煩わしく思

中の欲しい情報にまつわるページから雑誌を っている人には是非おすすめしたいデータベー

特定していた。雑誌も本のようにキーワードで スである

iMAGAZINE PLUSデータベース講習会の案 検索できればいかに便利だろう、といつも怒っ

内Jで、初めて知った いさiMAGAZINE ていた。まさに、これを可能にしたのが
理工学研究科
修士課程1回生 田野岡 準

iii??fijiji iiii(;iiiiifiijijiiiiiiifiiii iiiiii iiiiiiiiiiiiii主HJlIJll出i陸
デ-9べ-~講習会奮闘催

3キャンパスの図轡館で、 4種類の外部データベースによる情報検索諮習会を開催。

講師の指導のもと、受諾者1人に1台の端末を使用して検索実習を行し、ました。

学術箆・大学紀要 ・専門憶を中心とした圏内最大の緩E車検文見出しデ-~ベース

園内で出版された書籍情報のデータベース (昭和元年~)

提供するデータベースは、 NewYork Times， INSPECなど300;余り。海外

のあらゆる分野の学術情報、新聞、雑Z車、ニュース'レターを検索できる。

科学技術に関する文献情報や研究テーマ情報、新聞記事情報のデー空ベース

*次回講習会案内の掲示をおみのがしなく!
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. . . . . . . . . . . .エッセー募集
次号(10月発行予定)に潟載するエッセーを募集します.
本や図書館をテーマとしたエッセー(600-650字lなら、
なんでも結備ですも

叶手局された方には図書書券を差し上げます 詳しくは各図書館カウンヲーまで*
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.6'2・8577京S市伏見区深草場本町67
TEL.075・645・7885(11イヤルイン
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